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６
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
飯

山
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
は
、
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
8
チ
ー
ム
と
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
９
チ
ー
ム
、
ラ
ッ
パ

吹
奏
の
部
７
チ
ー
ム
が
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
ど
の
分
団
も

見
事
な
操
法
を
披
露
。
技
術
力
の

高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
で
は
堂
々
と

奏
で
ら
れ
る
ラ
ッ
パ
の
音
色
に
各

分
団
の
団
結
力
を
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
大
会
中
盤
に
は
、
常
盤
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
、
小
型
ポ
ン
プ

操
法
も
披
露
さ
れ
、
９
名
の
小
学

生
消
防
ク
ラ
ブ
員
が
元
気
よ
く
放

水
を
行
い
ま
し
た
。

　

飯
山
市
消
防
団
明
石
洋
一
団
長

か
ら
は
、
団
員
の
日
頃
の
活
動
を

労
っ
た
う
え
で
、「
大
会
で
は
点

数
を
つ
け
て
順
位
で
競
っ
て
い
る

が
、
消
防
団
の
崇
高
な
使
命
が
今

日
で
終
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
本

来
の
目
的
を
忘
れ
ず
、
日
々
訓
練

に
励
ん
で
も
ら
い
た
い
。」
と
あ
い

心
を
ひ
と
つ
に 

各
分
団
が
訓
練
の
成
果
を
発
揮

心
を
ひ
と
つ
に

心
を
ひ
と
つ
に
各
分
団
が
訓
練
の
成
果
を
発
揮

各
分
団
が
訓
練
の
成
果
を
発
揮

飯
山
市
消
防
団

ポ
ン
プ
操
法
大
会

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会【

大
会
結
果
】

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　
優
勝　
　

第
４
分
団
（
瑞
穂
）

　
準
優
勝　

第
７
分
団
（
常
盤
）

　
第
３
位　

第
１
分
団
（
飯
山
）

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　
優
勝　
　

第
７
分
団
（
常
盤
）

　
準
優
勝　

第
１
分
団
（
飯
山
）

　
第
３
位　

第
３
分
団
（
木
島
）

ラ
ッ
パ
吹
奏
の
部

　
優
勝　
　

第
１
分
団
（
飯
山
）

　

準
優
勝　

第
９
分
団
（
太
田
）

　

第
３
位　

第
７
分
団
（
常
盤
）

番
員
優
勝
【
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
】

  

指
揮
者　

村
上
一
也（
第
９
分
団
）

  

１
番
員　

春
日
祐
輝（
第
６
分
団
）

  

２
番
員　

武
田
晃
一（
第
４
分
団
）

  

３
番
員　

小
林
慶
也（
第
７
分
団
）

  

４
番
員　

佐
藤
祐
一（
第
４
分
団
）

番
員
優
勝【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】

  

指
揮
者　

鈴
木　

順（
第
７
分
団
）

  

１
番
員　

佐
藤
雅
俊（
第
７
分
団
）

  

２
番
員　

太
田　

悟（
第
７
分
団
）

  

３
番
員　

太
田
貴
晃（
第
７
分
団
）

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

「上」「右」 第４分団自動車部
「左上」第７分団第３部
「左」第１分団ラッパ隊

　

６
月
29
日
に
木
島
上
新
田
若

者
住
宅
建
設
工
事
の
起
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

若
者
住
宅
の
建
設
は
、
後
期

基
本
計
画
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
若

者
世
帯
の
定
住
に
つ
な
が
る
住

環
境
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　

新
築
１
戸
建
て
を
建
設
す
る

の
は
初
の
試
み
で
、
若
い
夫
婦
が

快
適
に
生
活
で
き
る
間
取
り
や

空
間
、
冬
も
過
ご
し
や
す
い
住
宅

等
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
設
計
・

施
工
の
提
案
を
建
設
業
者
か
ら

木
島
上
新
田
に

「
若
者
住
宅
」
３
棟
を
建
設

若
者
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
、
飯
山
に
住
み
続
け
ら
れ
る
暮
ら
し
や
す
さ

の
基
盤
づ
く
り
と
し
て
、
若
者
定
住
施
策
の
一つ
「
１
戸
建
て
若
者
住
宅
」
建
設
へ

募
り
、
審
査
の
結
果
３
つ
の
業
者

か
ら
の
提
案
が
選
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

足
立
市
長
は
、「
市
の
定
住
人

口
を
増
や
す
目
的
で
、
若
い
世
代

の
住
宅
環
境
を
支
援
す
る
た
め
の

住
宅
を
、
今
回
３
棟
を
建
設
す

る
。
若
い
人
が
魅
力
を
感
じ
る
住

ま
い
づ
く
り
に
向
け
て
、
民
間
業

者
の
皆
さ
ま
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い

た
だ
き
優
れ
た
設
計
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
１
戸
建
て
と
い
う
こ
と

で
、
子
ど
も
が
い
る
世
帯
で
も
の

び
の
び
と
生
活
が
で
き
る
。
こ
れ

は
、
モ
デ
ル
住
宅
と
い
う
意
味
も

あ
る
。
今
後
も
住
宅
整
備
の
推
進

を
し
て
い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

施
設
概
要
等

■
名
称

（
仮
称
）
上
新
田
若
者
住
宅

■
建
設
地　
上
新
田
住
宅
地
内

■
構
造　

木
造
２
階
建
て
（
１
戸
建
て
・

３
棟
）

■
入
居
時
期　

平
成
30
年
12
月
か
ら
（
予
定
）

■
募
集
開
始
時
期　

平
成
30
年
10
月
か
ら
（
予
定
）

■
家
賃　
未
定

■
入
居
要
件
な
ど　

40
歳
以
下
で
結
婚
後
5
年
以

内
の
夫
婦
（
3
カ
月
以
内
に

結
婚
予
定
の
人
も
含
む
）　

世

帯
総
所
得
が
８
０
０
万
円
以

下　

将
来
に
わ
た
り
飯
山
市

に
住
む
人
ほ
か

■
入
居
可
能
期
間　
最
長
5
年

※
３
つ
の
イ
ラ
ス
ト
は
、
完
成
イ
メ
ー
ジ
図
で
す
。

北
信
大
会
で
７
分
団
優
勝

　
７
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
北

信
消
防
協
会
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
で
、
７
分
団
第

３
部
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で

優
勝
し
、
７
月
22
日
の
県
大
会
へ

の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

優　
勝　
山
ノ
内
町 

西
部
分
団

準
優
勝　
飯
山
市 

第
7
分
団

第
３
位　
飯
山
市 

第
４
分
団

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

優　
勝　
飯
山
市 

第
７
分
団

準
優
勝　
中
野
市 

第
２
分
団

第
３
位　
栄
村 

第
２
部

第
４
位　
飯
山
市
第
１
分
団

ラ
ッ
パ
吹
奏
の
部

優　
勝　
木
島
平
村　

準
優
勝　
中
野
市

第
３
位　
山
ノ
内
町

第
４
位　
飯
山
市

▶常盤少年消防クラブ
  「右」中山 結月海さん　「左」髙橋 亜耶音さん
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市
は
、
６
月
26
日

に
、
第
１
回
飯
山
市

行
政
改
革
推
進
委
員

会
を
開
催
し
、
商
工

会
議
所
、
区
長
会
協

議
会
、
八
十
二
銀
行

飯
山
支
店
な
ど
の
8

の
団
体
、
企
業
と
、

学
識
経
験
者
と
２
名

の
公
募
委
員
の
合
計

12
名
に
委
嘱
書
を
伝

達
し
、
委
員
会
に
第

６
次
飯
山
市
行
財
政

改
革
大
綱
に
つ
い
て

諮
問
し
ま
し
た
。

　

会
長
に
は
、
飯
山

商
工
会
議
所 

伊
東 

博
幸 

会
頭
、
職
務
代

理
者
に
飯
山
市
区
長

会
協
議
会 

佐
藤 

正

行 

会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
東
会
長
か
ら
は
、「
新
幹
線

飯
山
駅
が
開
業
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
よ
る
お
客
さ
ん
が
増
え
て
お

り
徐
々
に
賑
わ
い
が
出
て
き
つ
つ

あ
る
。
新
幹
線
誘
致
運
動
を
始

め
た
頃
に
比
べ
る
と
人
口
が
激
減

し
、
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
。
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し

　
「
輝
く
地
域
づ
く
り
支
援
金
」

採
択
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
支
援
金
は
、
集
落
（
区
）

等
又
は
公
共
的
団
体
が
地
域
住
民

と
と
も
に
、
自
ら
行
う
地
域
の
活

力
を
生
み
出
す
事
業
に
対
し
交
付

す
る
も
の
で
す
。

　

6
月
4
日
行
わ
れ
た
市
の
選

定
委
員
会
に
お
い
て
、
今
年
度
は

下
記
の
6
事
業
を
採
択
し
ま
し

た
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
財

政
課
ふ
る
さ
と
応
援
係　

☎
62

３
１
１
１
（
内
線
３
９
７
）
ま
で
。

「輝く地域づくり支援金」採択事業

事 業 名 申 請 者

上境区「屋号」復活・
継承事業 上境区

戸那子区防災拠点整備
事業 戸那子区

常盤小学校創立 130
周年記念事業 常盤小学校ＰＴＡ

大川有志会活動拠点整
備事業 大川有志会

常盤小ｽｷｰｸﾗﾌﾞ低学年
用XC ｽｷｰ・ﾁｰﾑｳｪｱ購
入整備事業

常盤小ｽｷｰｸﾗﾌﾞ

チアリーディング練習
用マット購入整備事業 Reguts( ﾘｶﾞｯﾂ )

地
域
の
活
力
を
生
み
出
す
６
事
業
を
採
択

「
輝
く
地
域
づ
く
り
支
援
金
」交
付
団
体
決
定

飯山城址公園整備

市民会館跡付近
８月から工事本格化

　

城
山
公
園
整
備
基
本
計
画
に

沿
っ
て
行
っ
て
い
る
城
址
公
園
整

備
に
つ
い
て
は
、
来
年
が
短
期
整

備
計
画
の
最
終
年
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
整
備
す
る
範
囲
は
、

市
民
会
館
跡
地
と
遊
具
が
設
置

し
て
あ
る
公
園
付
近（
西に
し
く
る
わ
曲
輪
）で
、

そ
れ
に
伴
い
８
月
下
旬
か
ら
工
事

が
本
格
化
し
ま
す
。

　

主
な
工
事
内
容
は
、
芝
生
を
張

る
ほ
か
園
路
の
設
置
、
遊
具
の
更

新
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
城
址
公
園
内
の
車

道
が
通
り
抜
け
で
き
な
く
な
る
ほ

か
、
遊
具
が
８
月
末
で
使
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
完
成
は
、
来
年

春
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
ま
ち
づ

く
り
課
ま
ち
並
整
備
係　

☎
62

３
１
１
１
（
内
線
２
４
５
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

遊具を更新。市民会館跡地には芝生が整備さ
れます。来年春までに整備予定。

新しい地域おこし協力隊員

伊藤裕二さん

　７月 1日付で、地域おこ
し協力隊員に伊藤裕二さん
が着任しました。
　伊藤さんは、24 年間大
手旅行会社での勤務経験が
あり、総合旅行業務取扱管
理者の資格を取得していま
す。インターネットを利用
した宿泊サイトの企画、運
営も担当していました。
　配属先は、経済部広域観
光推進室となります。伊藤
さんからは、「信越自然郷
の９市町村の特徴を生かし

飯
山
城
関
係
資
料
を

お
貸
し
く
だ
さ
い

　

城
址
公
園
整
備
に
あ
た

り
、
昭
和
初
期
以
前
の
歴

史
資
料
を
探
し
て
い
ま
す
。

特
に
本
丸
等
に
存
在
し
た

二
重
櫓
な
ど
、
建
築
物
に

関
す
る
資
料
や
写
真
を
お

持
ち
の
方
は
、
ま
ち
づ
く

り
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

効
果
的
で
質
の
高
い
行
政
運
営
の
推
進
と
安
定
と
活
力
あ
る
財
政
運
営
の
充
実
に
向
け

第
６
次
飯
山
市
行
財
政
改
革

審
議
ス
タ
ー
ト

て
住
め
る
よ
う
な
行
財
政
改
革

に
つ
い
て
議
論
を
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
と
っ
て
実
効
性
の
あ
る
計

画
を
市
長
に
答
申
し
て
い
き
た

い
。」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。
委
員
会
は
、内
容
を
審
議
し
、

平
成
31
年
２
月
ま
で
に
市
長
に

答
申
す
る
予
定
で
す
。

　

健
康
長
寿
を
基
盤
と
す
る
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
健
康
増
進
と

人
材
の
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を

信越自然郷の良さを探究して、情報発信

ながらお客さまに喜んでも
らえるような企画を考えた
い。この地域には、多くの
観光となる素材があり、長
期滞在型の企画も考えられ
る。飯山と近隣市町村の良
さを探究して、有効な情報
を発信していきたい。」と
着任にあたっての抱負をい
ただきました。
　地域おこし協力隊員は、
伊藤さんを含め４人となり
ます。

※整備イメージです。実際と異なります。（黒塗り部分：整備範囲）

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
と
健
康
増
進
に
向
け
て

学
校
法
人
四
徳
学
園

長
野
保
健
医
療
大
学
と

連
携
協
定
を
締
結

目
的
と
し
て
７
月
3
日
、
飯
山
市

は
学
校
法
人
四
徳
学
園 

長
野
保

健
医
療
大
学
と
連
携
に
関
す
る

協
定
を
締
結
、
調
印
式
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
⑴
健
康
増
進
活

動
、
保
健
活
動
、
医
療
活
動
及

び
福
祉
活
動
の
推
進
に
関
す
る
こ

と 

⑵
生
涯
学
習
及
び
人
材
育
成

に
関
す
る
こ
と 

⑶
地
域
文
化
の

振
興
に
関
す
る
こ
と 

⑷
地
域
づ

く
り
活
動
の
支
援
に
関
す
る
こ
と 

ほ
か
３
項
目
に
つ
い
て
、
飯
山
市

と
長
野
保
健
医
療
大
学
が
連
携

す
る
協
定
で
す
。

　

飯
山
市
と
長
野
保
健
医
療
大

学
と
は
、
ロ
コ
モ
教
室
と
い
っ
た

健
康
教
室
の
共
同
開
催
や
、
65

歳
以
上
の
全
て
の
方
を
対
象
に
毎

年
実
施
し
て
い
る
「
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
の
分
析
と
い
っ
た
分

野
で
、平
成
27
年
か
ら
既
に
連
携・

協
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
岩
谷

力
（
い
わ
や
つ
と
む
）
長
野
保
健

医
療
大
学
学
長
と
は
、
大
学
開

設
前
の
平
成
24
年
か
ら
、
健
康
教

室
等
で
連
携
・
協
力
し
て
き
た
経

過
が
あ
り
ま
す
。

　

飯
山
市
役
所
で
行
わ
れ
た
調

印
式
で
足
立
市
長
は
、「
こ
の
連

携
協
定
は
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
や
国
民
健
康
保
険
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
等
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用

の
画
期
的
な
取
り
組
み
と
な
る
。

大
学
で
の
分
析
と
市
の
予
防
を
中

心
と
し
た
活
動
等
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
な
げ
た

い
。」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
岩
谷

学
長
は
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
解
析

を
健
康
増
進
の
事
業
等
に
生
か
し

て
も
ら
い
た
い
。
役
に
立
つ
デ
ー

タ
提
供
に
つ
い
て
最
大
限
協
力
し

た
い
。」
と
今
後
の
活
動
の
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

　

既
に
行
っ
て
き
た
高
齢
者
世
代

を
対
象
と
し
た
協
力
関
係
に
加

え
、
今
後
は
市
民
全
体
を
対
象
と

し
た
健
康
増
進
活
動
、
保
健
活

動
な
ど
の
分
野
で
も
連
携
す
る
こ

と
で
、
飯
山
市
特
有
の
課
題
の
発

見
や
、
そ
の
対
策
の
研
究
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
が
こ
の
協
定
の
目
的

の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
飯
山
市

は
、長
野
保
健
医
療
大
学
と
連
携・

協
力
し
な
が
ら
、
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
実
践
し
、「
健
康
の
ま

ち　
い
い
や
ま
」
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◀
「
右
」
長
野
保
健
医
療
大
学

岩
谷 

力 

学
長

◀
「
右
」
飯
山
商
工
会
議
所 

伊
東 

博
幸 

会
頭

　

  「
左
」
飯
山
市
区
長
会
協
議
会 

佐
藤 

正
行 

会
長
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自
分
の
技 

ど
れ
だ
け
通
用
す
る
か
試
し
た
い

ま
ち
づ
く
り
に
高
校
生
が
チ
ャ
レ
ン
ジ

飯
山
高
校
探
究
科
２
年
生
の「
飯
山
精
進
だ
し
の
開
発
」「
宿
泊
型
体
験
ツ
ア
ー
」に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

２
グ
ル
ー
プ
に
活
動
資
金
を
交
付

　

市
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で

高
校
生
が
自
ら
行
う
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
応
援
す
る
「
高
校
生

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
」
を
今
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
申

請
の
あ
っ
た
２
グ
ル
ー
プ
の
事
業

に
つ
い
て
、
6
月
１
日
に
審
査
会

を
行
い
、
そ
の
結
果
６
月
19
日
に

活
動
資
金
を
そ
れ
ぞ
れ
交
付
し

ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
学
校

の
中
に
と
ら
わ
れ

な
い
、
社
会
に
で
る

た
め
の
訓
練
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
き
っ
か

け
と
し
て
事
業
を
つ

く
っ
た
。
今
回
、
2

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
提

案
を
い
た
だ
い
た
。

今
ま
で
に
な
い
、
高

校
生
ら
し
い
若
い
ア

イ
デ
ア
を
実
現
す
る

た
め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
た
だ
き
、
そ

こ
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
大
切
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
海
外
で

は
高
校
生
が
い
ろ
い

ろ
な
も
の
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
い
い
ア
イ
デ

ア
が
出
て
い
る
。
活

用
い
た
だ
き
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
て
い
た
だ

飯
山
精
進
だ
し
の
開
発

　

飯
山
産
の
野
菜
で
ヘ
ル
シ
ー
で

お
い
し
い
だ
し
を
作
り
販
売
す
る

も
の
。
代
表
の
渡
邊
魁
一
さ
ん
か
ら

は
、「
自
分
た
ち
で
お
い
し
い
だ
し

を
作
れ
る
か
不
安
。
野
菜
だ
け
で

作
る
の
で
、
塩
気
や
甘
味
、
旨
み

を
う
ま
く
出
せ
る
か
が
今
後
の
課

題
。」
と
意
欲
を
に
じ
ま
せ
ま
し
た
。

▲「飯山精進だしの開発」に取り組むメンバー 右
から 竹ノ内志帆さん、渡邊魁一さん、坂東翔さん

民
宿
で
宿
泊
型
体
験
ツ
ア
ー

　
宿
泊
型
体
験
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、

飯
山
の
魅
力
を
広
め
る
も
の
。
代

表
の
徳
竹
晃
大
さ
ん
は
、「
こ
れ
か

ら
民
宿
の
方
等
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
と
連
携
を
と
ら
な
く
て
は
い
け

な
い
。
秋
を
テ
ー
マ
に
し
て
遠
く
か

ら
見
る
紅
葉
で
は
な
く
、
紅
葉
の

中
を
歩
く
よ
う
な
も
の
を
計
画
し

て
お
り
、
信
越
ト
レ
イ
ル
に
つ
い
て

も
メ
ン
バ
ー
で
視
察
を
計
画
し
て
い

る
。
他
県
か
ら
来
て
も
ら
え
る
よ

う
で
き
る
限
り
や
り
た
い
。」
と
精

一
杯
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

き
た
い
。」
と
若
い
力
に
期
待
を

寄
せ
ま
し
た
。

　
６
月
９
日
に
２
０
１
８
長
野
県

日
中
友
好
交
流
都
市
中
学
生
卓

球
大
会 

飯
山
市
代
表
選
手
選
考

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
選
考

会
に
は
、
男
子
27
人
、
女
子
19

人
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
選
考
会
で
優
勝
し
た
城
南

中
学
校
３
年
金
井
蛍
祐
さ
ん
、
同

じ
く
３
年
福
原
明
日
香
さ
ん
が
、

８
月
19
日
に
ホ
ワ
イ
ト
リ
ン
グ
で

行
わ
れ
る
交
流
都
市
大
会
に
、
中

国
の
深
セ
ン
市
福
田
区
代
表
選
手

と
チ
ー
ム
を
組
み
大
会
に
参
加
し

ま
す
。

　

金
井
選
手
か
ら
は
、「
今
回
の

選
考
会
は
、
手
の
内
を
知
っ
て
い

る
同
校
の
人
と
の
試
合
が
き
び
し

か
っ
た
。
そ
の
中
で
ど
う
や
っ
て

点
を
稼
ぐ
か
が
、
改
め
て
難
し
い

こ
と
を
実
感
し
た
。
交
流
大
会
は

初
め
て
な
の
で
不
安
。
ど
れ
だ
け

チ
ー
ム
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張

り
た
い
。
せ
っ
か
く
出
場
す
る
の

で
勝
ち
た
い
。優
勝
し
た
い
。ま
た
、

ど
れ
だ
け
自
分
の
技
が
通
用
す
る

の
か
試
し
て
み
た
い
。」
と
胸
の
内

を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

福
原
選
手
か
ら
は
、「
中
学
最

後
の
大
会
と
な
る
の
で
、
選
考
会

で
勝
て
て
う
れ
し
い
。
緊
張
す
る

が
頑
張
り
た
い
。」
と
大
会
に
向

け
た
抱
負
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

「
右
」
福
原
明
日
香
さ
ん

「
左
」
金
井
蛍
祐
さ
ん

　
８
月
５
日
執
行
予
定
の
長

野
県
知
事
選
挙
の
選
挙
啓
発

及
び
主
権
者
教
育
の
一
環
と

し
て
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

の
依
頼
を
受
け
て
、
飯
山
高

校
生
徒
に
よ
る
揮き
ご
う毫
（
筆
で

文
字
を
書
く
）
が
、
前
回
の

参
議
院
選
挙
に
引
き
続
き
、

６
月
22
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

作
品
は
、
選
挙
啓
発
の
の
ぼ

り
旗
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

揮
毫
し
た
の
は
、
飯
山
高

校
書
道
部
の
３
年
生
の
松
永

彩
佳
さ
ん
、
佐
々
木
亮
太
さ

ん
、
堀
越
太
陽
さ
ん
の
３
人

が
行
い
ま
し
た
。
標
語
の「
未

来
を
創
る
一
票
を
」
は
、
３

人
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
作

り
ま
し
た
。

　

松
永
さ
ん
か
ら
は
、
投
票

に
行
か
な
い
人
が
多
い
の
で
、

18
歳
に
な
っ
た
ら
自
分
た
ち

を
ま
と
め
て
く
れ
る
人
の
投

票
な
の
で
、
積
極
的
に
投
票

を
行
い
た
い
と
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
々
木
さ
ん
か
ら

は
、揮
毫
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
一
人
で
も
多
く
の
人
が
投

票
し
に
行
っ
て
も
ら
え
れ
ば

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

堀
越
さ
ん
は
、
の
ぼ
り

旗
を
み
て
投
票
に
行
こ
う
と

思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

日
中
友
好
都
市
卓
球
交
流
大
会 

代
表
選
手 

城
南
中
学
校
の
金
井
蛍
祐
さ
ん
と
福
原
明
日
香
さ
ん
に

▶
「
宿
泊
型
体
験
ツ
ア
ー
」に
取
り
組

む
メ
ン
バ
ー
右
か
ら
佐
藤
ほ
の
か
さ
ん
、

石
田
ク
ラ
ラ
さ
ん
、
徳
竹
晃
大
さ
ん
、

高
橋
江
成
さ
ん

選挙啓発に協力
飯山高校書道部３年生の３人がそれぞれの
筆に想いを込めて

▶
右
か
ら 

堀
越
太
陽
さ
ん
、

　
　
　
　
松
永
彩
佳
さ
ん
、

　
　
　
　
佐
々
木
亮
太
さ
ん

若い力で挑戦　中高生が活躍
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　国民健康保険では、被保険者の皆様に国民健康保
険の役割を理解していただくとともに、健康の大切さに
ついて関心を高めていただくため、医療費通知をお送り
しています。今年から様式を改め、所得税等の医療費
控除の際の添付資料としてお使いいただけます。1月～
4月診療分を7月、5月～7月診療分を10月、8月～
10月診療分を12月にお送りする予定となっております。
　医療費控除の申告に使用をされる予定の方は次の点
にご注意ください。
■11月～12月診療分は申告の時期には間に合いません
■一部の診療科は医療費通知には記載されません
■医療費通知の再発行はできません。紛失にはご注意
ください。
　これらの医療費通知によらない場合は、例年のとおり
領収書等により申告をしてください。

医療費通知をお送りしています
市民環境課 国保年金係　☎内線１５３・１５４

医
療
費
の
自
己
負
担
を
低
減
す

る
限
度
額
適
用
認
定
証
と
は

　

市
か
ら
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
の
交
付
を
受
け
て
病
院
・

調
剤
薬
局
に
提
示
す
る
と
、
支

払
う
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を

限
度
額
（
表
）
以
内
に
で
き
ま

す
。
入
院
や
、
継
続
し
た
通
院・

投
薬
で
医
療
費
が
か
さ
む
場
合

に
便
利
な
制
度
で
す
。

※
対
象
と
な
る
医
療
費
は
、
保

険
診
療
分
に
限
り
ま
す
。
文
書

代
、
食
事
代
、
個
室
・
寝
巻
の

使
用
料
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
。

８
月
は
更
新
時
期
で
す

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
で

す
。
既
に
認
定
証
を
お
持
ち
の

方
で
も
、
８
月
以
降
も
引
き
続

き
必
要
な
場
合
は
、
８
月
に

な
り
ま
し
た
ら
あ
ら
た
め
て

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
申
請
に
つ
い
て

　

以
下
の
持
ち
物
を
ご
用

意
い
た
だ
き
、
市
役
所
の
国

保
年
金
係
窓
口
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

①
保
険
証　

②
印
鑑　

③
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の　

④
（
更
新

の
場
合
は
）
以
前
交
付
さ
れ
て
い

た
「
認
定
証
」

平
成
30
年
8
月
診
療
分
か
ら

高
額
療
養
費
の
上
限
額
が
変
わ
り
ま
す

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
の
方
へ

 

市
民
環
境
課 

国
保
年
金
係 

☎
内
線
１
５
３・１
５
４

所得※ 901万円超 252,600 円 +
（総医療費－ 842,000 円）×1%

所得 600万円超～
901万円以下

167,400 円 +
（総医療費－ 558,000 円）×1%

所得 210万円超～
600万円以下

80,100 円 +
（総医療費－ 267,000 円）×1%

所得 210万円以下 57,600 円
住民税非課税世帯 35,400 円

（表）１カ月の自己負担限度額

 

市
民
環
境
課 

国
保
年
金
係 

☎
内
線
１
５
３・１
５
４

交
付
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
は
古
い

保
険
証
は
使
用
し
な
い
で
、
市
民

環
境
課
に
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

【
減
額
認
定
証
と
は
】

　

入
院
お
よ
び
高
額
な
外
来
診

療
を
受
け
る
と
き
に
、
窓
口
で
支

払
う
自
己
負
担
分
や
食
事
代
な

ど
を
減
額
さ
れ
た
額
で
支
払
う
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　平成 30 年度の住民税課税所得額が
145万円以上の被保険者の方と、その方
と同一世帯の被保険者の方

医療費の自己負担割合

◇被保険者全員の平成 30年度の住民税
　課税所得額が 145万円未満の方　
◇平成 30年度の住民税課税所得額は
　145万円以上であるが下記に該当する
　方（要申請手続き）
①被保険者が複数いる世帯で、被保険者
　の方の収入合計額が 520万円未満の方
②被保険者１名の世帯で、ご自身の収入
　額が 383万円未満の方　　　　　
③被保険者１名の世帯で、ご自身の収入
　額は 383万円を超えているが、同一
　世帯の 70歳から 74歳の方の収入額
　を含めた収入合計額が 520万円未満
　の方

【
新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
】

　

現
在
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
7
月

31
日
で
す
。
８
月
１
日
か
ら
の
新

し
い
保
険
証
は
、
７
月
20
日
以
降

に
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
封
筒
で
郵
送
し
ま
す
。

【
新
し
い
保
険
証
は
黄
色
】

　

新
し
い
保
険
証
は
黄
色
で
、
有

効
期
限
は
平
成
31
年
７
月
31
日

ま
で
で
す
。
お
手
元
に
届
き
ま
し

た
ら
、
記
載
内
容
に
誤
り
が
な
い

か
ご
確
認
い
た
だ
き
、
有
効
期
限

の
切
れ
た
古
い
保
険
証
は
、
必
ず

ご
自
身
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

【
自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て
】

　

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は

平
成
29
年
中
の
収
入
な
ど
に
基
づ

き
、左
記
の
と
お
り
判
定
し
ま
す
。

※
８
月
１
日
以
降
に
、
判
定
に
係

る
収
入
額
や
世
帯
員
の
構
成
な
ど

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の

都
度
自
己
負
担
割
合
を
判
定
し

直
し
ま
す
。

　

自
己
負
担
割
合
に
変
更
が
生

じ
た
場
合
は
保
険
証
の
有
効
期
限

内
で
あ
っ
て
も
新
し
い
保
険
証
が

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
証
が
８
月
か
ら
更
新

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
（
減
額
認
定
証
）

に
つ
い
て

負担割合が「3割」となる方

負担割合が「1割」となる方

資格取得年月日　　平成３０年　３月２０日
交 付 年 月 日　  

性 別　男

保 険 者 名
長野県後期高齢者医療広域連合

有 効 期 限　  平成３１年７月３１日
後期高齢者医療被保険者証

被保険者番号

住 　所

氏　 名 飯山　太郎
生年月日
発効期日
一部負担金
の  割  合

保 険 者 番 号

平成３０年　８月   1日
昭和１８年　３月２０日
昭和３０年　３月２０日
１割

１２３４５６７８

３  ９  ２  ０  ２  １  ３  ０ 長野県後期高齢者医療広域連合 印

新しい保険証の見本（色は黄色）

見本見本

【
対
象
者
に
郵
送
し
ま
す
】

　

現
在
の
減
額
認
定
証
も
７
月
31

日
で
有
効
期
限
が
終
了
し
ま
す
。

引
き
続
き
交
付
対
象
と
な
る
方
に

は
保
険
証
と
は
別
に
、
長
野
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
封
筒

で
７
月
20
日
以
降
に
郵
送
し
ま
す
。

【
新
た
に
交
付
を
受
け
た
い
場
合
】

　

新
た
に
減
額
認
定
証
の
交
付

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
市

民
環
境
課
で
申
請
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。（【
持
ち
物
】・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
証
・
印
鑑
・
免

許
証
な
ど
申
請
さ
れ
る
方
の
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の
）

【
交
付
対
象
と
な
る
方
】

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

※世帯の被保険者全員の国保税基礎控除後の総所得金額

※
認
定
証
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

所得区分 外来
（個人単位）

外来＋入院 （世帯単位）

Ⅲ 課税所得
万円以上の方

円 ＋（医療費－ 円）×１
〈多数回 円 〉

Ⅱ 課税所得
万円以上の方

円 ＋（医療費－ 円）×１
〈多数回 円 〉

Ⅰ 課税所得
万円以上の方

円 ＋（医療費－ 円）×１
〈多数回 円 〉

課税所得
万円未満の方

円
年間の上限

円

円
〈多数回 円 〉

Ⅱ 住民税非課税世帯

円

円

Ⅰ 住民税非課税世帯
（年金収入 万円

以下など）
円

現
役
並
み

一一
般般

住住
民民
税税
非非
課課
税税

新
た
に
「
限
度
適
用
認
定
証
」
の
交
付
申
請
が
で
き
ま
す

※過去 12 カ月以内に 3 回以上、上限額に達した場合は 4 回目から「多
    数回」該当の上限額になります。
※住民税非課税世帯の方は従来どおり「限度額適用・標準負担額減額認 ]
    定証（減額認定証）」の交付対象となります。

■平成30年8月診療分からの上限額

平
成
30
年
8
月
か
ら
介
護
保

険
制
度
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際

の
負
担
割
合
に
「
３
割
負
担
」
が

導
入
さ
れ
ま
す
。

■
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と

き
に
は
、
利
用
者
の
所
得
金
額

に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
費
の
１
割

ま
た
は
２
割
を
負
担
し
ま
す

が
、
特
に
所
得
の
多
い
方
に
つ

い
て
平
成
30
年
8
月
か
ら
自

己
負
担
割
合
が
３
割
と
な
り

ま
す
。

■
３
割
負
担
の
対
象
と
な
る
の
は

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

２
２
０
万
円
以
上
の
方
で
す
。

た
だ
し
、
同
一
世
帯
の
65
歳
以

上
の
方
の
所
得
が
低
い
場
合
な

ど
は
、
1
割
ま
た
は
2
割
負

担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

る
方
に
自
己
負
担
の
割
合
（
1

〜
3
割
）
が
記
載
さ
れ
た
「
介

護
保
険
負
担
割
合
証
」
を
発

行
し
ま
す
。
負
担
割
合
の
判

定
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
負
担

割
合
証
に
同
封
の
通
知
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課 

高
齢
者
介
護
保
険
係

☎
内
線
１
８
５

　介護保険施設での食費・居住費（滞在費）は、原則、
介護保険の給付対象外ですので、利用者の方にお支払
いいただくことになります。ただし、所得と資産が規定以
下の世帯に属する方については、「介護保険負担限度額
認定」を受けることにより、食費・居住費（滞在費）の
負担が軽減されます。
【介護保険負担限度額認定証の更新および新規申請について】
　負担限度額認定証の有効期限は毎年７月３１日までで
す。現在、負担限度額認定証を持っている方で、８月１日
以降も対象となる可能性のある方には、７月上旬に更新の
申請書類をお送りしています。必要書類を添付して申請し
てください。申請がない場合軽減は受けられません。また、
現在負担限度額認定証を持っておらず、新規に申請をす
る場合は、直接、市役所窓口で申請手続きをしていただき
ますようお願いします。詳しくはお問い合わせください。

介護保険負担限度額認定の申請について
保健福祉課 高齢者介護保険係　☎内線１８５

Information お知らせ 飯山市役所☎ 62-3111

　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民

健
康
保
険
お
よ
び
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

は
、
8
月
か
ら
月
ご
と
の
医
療
費

自
己
負
担
上
限
額
が
下
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
す
。
こ
の
表
の
点
線
部

分
の
方
は
、
新
た
に
「
限
度
額
適

用
認
定
証
」
の
交
付
申
請
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。（「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
は
申
請
さ
れ
た
月
の
初
日
か

ら
の
交
付
と
な
り
ま
す
。
8
月
以

降
申
請
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。）

【
持
ち
物
】

保
険
証
、
印
鑑
、
免
許
証
な
ど
申

請
さ
れ
る
方
の
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の

国
民
健
康
保
険
加
入
の
70
歳
未
満
の
方

８
月
は
限
度
額
適
用
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

 

市
民
環
境
課 

国
保
年
金
係 

☎
内
線
１
５
３・１
５
４
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詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

毎
月
２
回
土
曜
日
午
前
10
時

か
ら
午
前
11
時
30
分
ま
で

＊
７
月　
…
21
日
㈯
・
28
日
㈯

○
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
日
曜
日
も
始

め
ま
す
！

　

今
ま
で
行
っ
て
い
た
曜
日
に
加

え
日
曜
日
も
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
が
で

き
ま
す
。誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

Information お知らせ 飯山市役所☎ 62-3111

　

平
成
30
年
4
月
開
設
の
飯
山

市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
愛
称
が
一
般
公
募
の
結
果

「
あ
い
え
ー
る
」に
決
ま
り
ま
し
た
。

「
あ
い
え
ー
る
」
は
、
妊
娠・出
産・

子
育
て
期
を
切
れ
目
な
く
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
（
専
任
保
健
師
）
を
１

名
配
置
し
、
助
産
師
・
栄
養
士
な

ど
専
門
職
や
関
係
す
る
機
関
の
ス

タ
ッ
フ
と
連
携
し
、
総
合
的
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
「
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
相
談
窓
口
」
で
す
。
母
子
手
帳

交
付
時
か
ら
保
健
師
又
は
看
護
師

が
お
話
を
伺
い
、
継
続
的
に
支
援

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
を
切
れ
目
な
く
サ
ポ
ー
ト
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
」

愛
称
が「
あ
い
え
ー
る
」に
決
定

 

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係　
☎
内
線
１
７
４

し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出

産
後
〜
子
育
て
期
に
つ
い
て
も
随

時
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
子

育
て
世
代
の
皆
さ
ま
の
身
近
な
存

在
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
広
報
飯
山
４
月
号
、
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？ 

児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の

離
婚
な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
を
養

育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
や
、

父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
と
同

居
し
、
養
育
し
て
い
る
方
に
対
し

て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

新
た
に
該
当
と
な
っ
た
方
は
、

申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
は
、
原

則
と
し
て
児
童
が
18
歳
に
到
達
し

た
年
度
末
ま
で
と
な
り
ま
す
。

【
手
当
の
支
給
額
】（
月
額
）

　
４
万
２
５
０
０
円
〜
１
万
３
０
円

※
所
得
に
応
じ
て
異
な
り
、
所
得

が
一
定
の
支
給
制
限
を
超
え
た
場

合
は
、
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

【
支
給
手
続
き
・
対
象
月
】

　

児
童
扶
養
手
当
は
申
請
を
受

理
し
た
月
の
翌
月
か
ら
支
給
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

新
た
に
該
当
に
な
っ
た
方
は
、

早
め
に
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

子
ど
も
育
成
課 

子
育
て
支
援
係 

☎
内
線
３
６
４

　

な
お
、
す
で
に
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
１
年

に
１
度
（
８
月
）、
更
新
の
た
め

現
況
届
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
該

当
す
る
方
に
は
後
日
通
知
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
子
ど
も
育
成
課
子

育
て
支
援
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・
８
月
17
日
㈮　

岡
山

【
防
除
剤
】

ビ
ー
ム
エ
イ
ト
ス
タ
ー
ク
ル
ゾ
ル

【
防
除
中
止
条
件
】

①
散
布
対
象
水
田
周
囲
水
平
方

向
30
㍍
以
内
に
他
作
物
が
栽
培

さ
れ
て
い
る
、
ま
た
は
建
物
（
小

中
学
校
、
保
育
園
等
）
が
あ
る
場

合②
風
速
が
３
㍍
以
上
に
な
っ
た
場

合
は
一
旦
休
止
、
そ
の
後
も
同
風

速
の
状
態
が
続
く
場
合

　

水
稲
の
い
も
ち
病
、
害
虫
等
防

除
の
た
め
、
朝
５
時
ご
ろ
か
ら
無

人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農
薬
の

空
中
防
除
を
行
い
ま
す
。

【
各
地
の
日
程
】

・
７
月
26
日
㈭　

秋
津
・
木
島

・
７
月
27
日
㈮　

瑞
穂

・
７
月
30
日
㈪　

常
盤

・
７
月
31
日
㈫　

太
田

・
８
月
１
日
㈬　

柳
原

・
８
月
３
日
㈮　

岡
山

・
８
月
６
日
㈪　

外
様

農
薬
の
空
中
防
除
を
行
い
ま
す

　
な
が
の
農
業
協
同
組
合 

み
ゆ
き
支
所 

☎
62
５
６
０
０　
ま
た
は　
農
林
課 

農
業
振
興
係 

☎
内
線
２
６
２

　飯山市・木島平村・野沢温泉村・栄村の４市村で飯水岳北交
通安全住民大会を開催します。
　当日は、市役所から文化交流館なちゅらまでのパレードの後、
交通安全の意見発表や県警察音楽隊、カラーガード隊によるア
トラクションも行われます。
　多くの皆様のご参加をお願いします。
■日　時　8月 12 日（日）13：45 ～ 15：50
■会　場
・パレード　飯山市役所駐車場 ～ 本町 ～ 上町 ～ 栄町 ～

　　　　　　飯山市文化交流館なちゅら
・式　　典　飯山市文化交流館なちゅら
　　　　　（雨天時は、なちゅらにて 14：20 から式典のみ開催）
■内　容
　・交通安全の意見発表
　・交通安全宣言
　・県警音楽隊によるアトラクション（演奏）ほか

飯水岳北交通安全住民大会
 道路河川課 監理係 ☎内線 271

 

農
林
課 

耕
地
林
務
係 

☎
内
線
２
６
６

　

夏
期
は
山
の
エ
サ
が
不
足
す
る
こ
と
か
ら
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没
が

増
え
る
時
期
に
な
り
ま
す
。
特
に
今
年
は
春
先
か
ら
里
山
付
近
で
の
出

没
が
多
く
、
今
後
エ
サ
不
足
と
な
る
夏
の
期
間
は
さ
ら
に
人
里
へ
と
出
没

が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
人
身
被
害
や
農
作
物
被
害
に
注

意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
左
記
の
こ
と
に
気
を

つ
け
て
、
ク
マ
の
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
！

※
詳
し
い
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没
等
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
鳥
獣
対
策
・

ジ
ビ
エ
振
興
室
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。http://

w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/yasei/kensei/

soshiki/soshiki/kencho/

熊
出
没

　

注
意
!!

山に入る場合は…
○ラジオや鈴など音の出るものを持って、
　周囲に十分注意して行動しましょう！
○一人で入らず、携帯電話などの連絡手段
　を確保しましょう！
○特に子連れの母グマは非常に神経質。
　子グマにも絶対に近付かないようにしま　
　しょう！

農作物被害を防ぐために…
○山沿いの藪の刈り払いを行いましょう！
○スイカ、トウモロコシなど、食害されやす
　い農作物は電気柵で守りましょう！
○クマを誘う生ごみや収穫残物などを放置
せず、埋設など適切に処分しましょう！

　

現
在
全
国
的
に
、
空
き
家
が
増

え
て
き
て
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
飯
山
市
は
、「
空

き
家
バ
ン
ク
」
へ
の
登
録
な
ど
、

空
き
家
の
再
活
用
を
進
め
る
た
め

の
相
談
窓
口
を
市
役
所
２
階
移
住

定
住
推
進
課
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

市
内
に
、
空
き
家
や
空
き
家
に

な
り
そ
う
な
物
件
を
お
持
ち
の
方

で
、
売
買
や
賃
貸
を
お
考
え
の
方

は
、
ぜ
ひ
相
談
窓
口
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

空
き
家
は
早
い
時
期
の
対
応
が

重
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
活
用
の

た
め
の
補
助
金
等
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
電
話
で
お
問
合
せ
い
た

だ
き
、
相
談
日
の
ご
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

 

移
住
定
住
推
進
課 

移
住
定
住
係　
☎
内
線
２
５
４

「
空
き
家
活
用
相
談
会
」
開
催
中
！

【
防
除
中
の
注
意
事
項
】

▽
防
除
農
薬
が
家
の
中
等
に
入
ら

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
飲
み
水
や
水
源
な
ど
は
覆
い
を

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
干
し
物
は
片
づ
け
、
自
動
車
は

車
庫
な
ど
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

▽
通
学
・
通
園
の
際
は
学
校
・
保

育
園
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
畜
舎
、
蜜
蜂
飼
育
等
対
策
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
将
棋
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
！

　

き
ら
ら
に
将
棋
ク
ラ
ブ
を
つ
く

り
ま
す
。
高
校
生
ま
で
の
将
棋
に

興
味
の
あ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

先
生
に
教
わ
り
な
が
ら
腕
を
み
が

き
ま
し
ょ
う
。

初
心
者
も
歓

迎
し
ま
す
。

先
生
は
、
将

棋
連
盟
指
導

員
の
佐
藤
誠

一
さ
ん
で
す
。

（
幼
児
の
場
合
は
保
護
者
同
伴
で
）

上
履
き
を
持
っ
て
、
動
き
や
す
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

毎
週
火
曜
日　

午
後
４
時
か

ら
午
後
５
時
30
分
ま
で

土
曜
・
日
曜
日　

午
後
１
時

30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

み
ん
な
集
ま
れ
！ 

将
棋
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
日
曜
日
も 

利
用
拡
充

血
液
サ
ラ
サ
ラ
チ
ェ
ッ
ク
等

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

飯
山
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
特
定

健
診
と
併
せ
、
血
液
サ
ラ
サ
ラ
測

定
や
体
内
の
水
分
や
筋
肉
、
脂
肪

な
ど
様
々
な
体
成
分
が
わ
か
る
高

精
度
体
成
分
測
定
が
無
料
で
体

験
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
日
時

７
月
27
日
㈮
午
後
６
時
か
ら

午
後
７
時
ま
で

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係

☎
内
線
１
８
１

「あいえーる」

■意味
子どもを愛し、母
と子が健康に生
活することを応援
する場所 
■応募者
愛知県名古屋市
小寺 光男 様

 

子
ど
も
館
「
き
ら
ら
」　
☎
67
０
１
６
７
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２
０
１
８ 

信
州
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク 

長
野
県
高
齢
者
作
品

展
作
品
募
集

■
出
品
者
資
格　

長
野
県
在
住
の
60
歳
以
上
（
昭

和
34
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
）
の
ア
マ
チ
ュ
ア

■
部　
　

門　
　

日
本
画
、洋
画
、彫
刻
、手
工
芸
、

書
、
写
真
の
６
部
門

■
出
品
作
品　
　

１
人
１
点
と
し
、
出
品
者
に
よ

り
創
造
さ
れ
た
未
発
表
の
作

公
益
財
団
法
人

長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６-

２
２
６-

３
７
４
１

〝シェイクアウト″（地震対応一斉行動訓練）を実施します
８月 25 日㈯ 午前 7 時 防災無線から緊急地震速報が流れます。ひとつしかない「命」
を守り、生き抜くための 1 分間の行動訓練を行ってください。
危機管理防災課　☎ 内線 371

　8月 25日㈯、岡山地区を主会場にした飯山市総合防災訓練を実施します。
　市民の皆さまには、一人ひとりが自主的に行う訓練として、午前７時、防災無線から緊急地震速報が放
送されましたら、自宅で「しゃがむ、頭を守る、じっとする」といった「命を守る安全行動」を行ってく
ださい。
　なお、この訓練では、防災無線から緊急地震速報や避難勧告などが放送されますので、災害の発生と間
違わないようご注意ください。

＋
さらに
プラスワン

◆お宅の防災無線、故障していませんか？
　市では、お知らせがある時、1日 3回（6:45、12:30、18:45）放送を行っています。いざという時のために、
放送が聞こえるか確認しましょう。2～ 3日間、全く放送が聞こえない場合は、故障している可能性があります
ので、危機管理防災課へご連絡ください。

区において、引き続き
避難訓練が実施される
場合は参加しましょう。

家族で防災について考
えましょう。（テーマ：
災害時の連絡手段、集
合場所など）

品
■
出
品
規
格　
　

部
門
ご
と
に
規
格
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
込
締
切　
　

平
成
30
年
８
月
31
日
㈮

■
申
込
方
法　
　

出
品
票
（
所
定
用
紙
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
下
記
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

北
信
保
健
福
祉
事
務
所 

福
祉
課　

☎
62
３
７
２
５

市
役
所
保
健
福
祉
課 

高
齢
者

介
護
保
険
係　

☎
62
３
１
１
１
（
内
線
１
８
５
）

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

【
航
空
学
生
】

　

高
校
卒
業
後
、
大
空
で
活
躍
す

る
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
最
短
コ
ー
ス

■
資
格

高
校
卒
業
（
見
込
含
む
）、
21

歳
未
満（
空
自
）23
歳
未
満（
海

自
）
の
方

■
受
付

7
月
1
日
㈰
か
ら
9
月
7
日
㈮

■
試
験
日

１
次 
9
月
17
日
㈪
・
祝

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

☎
０
２
６-

２
３
５-

６
０
２
６

　
今
年
で
第
十
五
回
を
迎
え
る
「
い
い

や
ま
灯
篭
ま
つ
り
」
は
「
動
」
と
「
静
」

の
二
部
構
成
。「
動
」
はIIYAM

A
 

DANCE FES!!

。
各
チ
ー
ム
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
ダ
ン
ス
が
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ

ま
す
。「
静
」
は
多
く
の
皆
さ
ま
に
作

成
し
て
い
た
だ
い
た
灯
篭
が
灯
り
、
明

日
へ
と
続
く
光
の
道
し
る
べ
の
よ
う
に

ま
ち
を
彩
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
皆
さ
ま
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

万
の
灯
り
が
と
も
る
心
や
す
ら
ぐ
町
並
み

時
を
経
て
そ
ぞ
ろ
歩
き
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

い
い
や
ま
灯
篭
ま
つ
り

２
次 

10
月
15
日
㈪
か
ら
21
日
㈰

３
次 

11
月
17
日
㈯
か
ら
12
月
20

日
㈭（
空
自
）
11
月
22
日
㈭

か
ら
12
月
19
日
㈬
（
海
自
）

【
一
般
曹
候
補
生
】

　

自
衛
官
の
中
核
と
な
る
自
衛
官

を
目
指
す
。

■
資
格18歳

以
上
27
歳
未
満
の
方

■
受
付7月

1
日
㈰
〜
9
月
7
日
㈮

■
試
験
日

１
次 

9
月
21
日
㈮
か
ら
23
日
㈰

の
い
ず
れ
か
1
日

２
次 

10
月
12
日
㈮
か
ら
17
日
㈬

の
い
ず
れ
か
1
日

【
自
衛
官
候
補
生
】

　

自
衛
官
の
第
一
線
で
技
能
と
体

力
を
一
心
に
磨
く
任
期
制
自
衛
官

■
資
格18歳

以
上
27
歳
未
満
の
方

■
受
付

男
女
と
も
に
年
間
を
通
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

■
試
験
日

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

８
月
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
相
談
会

　

移
住
定
住
推
進
課
で
は
、
飯
山

市
へ
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
希

望
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
東

京
や
飯
山
市
役
所
で
移
住
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
仕
事
や

住
ま
い
、
子
育
て
の
こ
と
、
雪
国

の
暮
ら
し
な
ど
、
個
別
に
じ
っ
く

り
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

東
京
・
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

■
開
催
日
時

８
月
11
日
㈯
・
25
日
㈯
各
日

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

８
月
17
日
㈮
午
後
３
時
か
ら

６
時
ま
で

■
会
場

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ　

４
階　

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

東
京
都
中
央
区
銀
座
５
丁
目

６-

５ 

Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ビ
ル

東
京
・
ふ
る
さ
と

回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー

■
開
催
日
時

８
月
24
日
㈮ 

午
後
３
時
か
ら

６
時
ま
で

■
会
場

ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー

内
、
楽
園
信
州
移
住
相
談
セ
ン

タ
ー

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
２

-

10-

１
東
京
交
通
会
館
８
階

飯
山
市
役
所

移
住
定
住
推
進
課 

移
住
定
住
係

☎
内
線
２
５
４・２
５
５

■
開
催
日
時

８
月
の
平
日
限
定 

午
前
10
時

か
ら
午
後
８
時
ま
で

※
相
談
会
は
上
記
の
時
間
帯
で
１

回
１
時
間
。
各
時
間
１
組
限

定
で
す
。
事
前
に
ご
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。
移
住
定
住
推
進

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
飯
山
市
の
移
住
定
住
情
報
「
飯

山
市
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
」
サ
イ
トhttp://w

w
w.

furusato-iiyam
a. net/

除
雪
作
業
員
を

募
集
し
ま
す

■
作
業
内
容　

市
道
除
雪
作
業
及
び
道
路
施

設
等
修
繕
作
業
等

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
応
募
資
格　

65
歳
未
満
で
市
内
居
住
の
健

康
に
働
け
る
方
（
男
女
不
問
）

■
任
用
期
間

12
月
1
日
か
ら
翌
年
3
月
末

■
必
要
な
免
許
・
資
格

普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
大

道
路
河
川
課 

維
持
係

☎
内
線
２
７
３

型
特
殊
免
許
及
び
車
両
系
建

設
機
械
運
転
技
能
講
習
修
了

証
が
あ
れ
ば
な
お
可
）

■
応
募
期
間
お
よ
び
提
出
書
類

9
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
自
筆

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
道

路
河
川
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
道
路
河
川
課
維
持

係
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

飯山中心市街地飯山中心市街地飯山中心市街地
８月11日（土・祝） 開催

16:00 ～ 18:00動 ―いいやまから元気を発信！―

―灯篭が灯り、癒しの演奏が始まる―静 18:00 ～ 21:00
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赤
十
字
救
急
法
指
導
員

養
成
講
習
会
受
講
者
募
集

　
「
赤
十
字
使
命
を
理
解
し
、
十

分
な
知
識
と
技
術
を
持
っ
た
指
導

力
の
あ
る
実
働
的
な
赤
十
字
救

急
法
指
導
員
」を
養
成
す
る
た
め
、

赤
十
字
救
急
法
指
導
員
養
成
講

日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部

☎
０
２
６-

２
２
６-

２
０
７
３

消防職員を募集します

岳北広域行政組合（岳北消防本部）　総務課  ☎ 62-0119 

岳北広域行政組合では平成 31 年４月１日採用予定の
消防職員を次のとおり募集します。

募集要項
【募集職種および人数】　初級（消防職）を若干名募集
【受験資格】　
　平成30年8月１日現在、飯山市・木島平村・野沢温泉村・
　栄村に住民登録があり居住（通学等のため市外に居住し
ている方を含む）している方。または家族が上記市村に居
住しており、採用後は住所登録し、居住を予定の方で次の
①、②いずれかに該当する方
①高校卒業もしくは卒業見込みの方、　またはこれと同等と
　認められる方（H3.4.2～H13.4.1生）
②消防職員の経験がある方、または救急救命士の資格取
得者（S62.4.2～H11.4.1生）
※受験できない方
●日本国籍を有しない方
●地方公務員法第16条の欠格条項に該当する方
【一次試験の日時】（会場：岳北消防本部 飯山消防署）
　期　日　10月14日（日）（受付：午前9時30分～）
【一次試験項目】
　教養、作文、消防適性検査
【一次試験の合格発表】
　11月初旬までに受験者全員に通知します。
【二次試験】
　二次試験（口述試験、体力検査、疾病検査）は11月中
　旬に飯山消防署で実施します。
【受験申し込み】
　所定の申込書（岳北消防本部のホームページからもダウ
　ンロード可能）に必要事項を記入し、資格・免許を取得
　している方は証書のコピーを添えて飯山消防署、野沢分
　署、栄分署にお持ちいただくか、郵送してください。（郵
　送の際は必ず封筒の表に「採用試験受験」と朱書きし確
　実な方法で送付してください。）
【受験票の送付】
　受験の案内とともに送付します。
【申込受付期間】
　8月6日（月）～9月10日（月）
　（郵送の場合は9月10日までの消印有効）

飯山市では、平成30年6月18日に大阪府北部で発
生した地震により被災された方々を支援するため、次
のとおり義援金を受け付けています。市民の皆様の温
かいご支援をお願いします。
　なお、お寄せいただいた義援金は、日本赤十字社を
通じて被災された皆様へお届けします。

■受付場所　飯山市文化交流館「なちゅら」、飯山駅
観光案内所、飯山市公民館、各地区活性化センター（各
施設の休館日は受付しておりません）
【受付期間　6月26日㈫から7月31日㈫】
■受付場所　飯山市役所1階
【受付期間　6月26日㈫から9月28日㈮】

大 阪 府 北 部 地 震 災 害
義 援 金 を 募 集 し ま す

夏
休
み 

親
子
小
物
づ
く
り
講
習

会
を
開
催
し
ま
す

　

現
在
開
催
中
の
企
画
展
「
人

形
を
彩
る
小
道
具
た
ち
」
に
あ
わ

せ
小
道
具
の
作
り
手 

伊
藤
孝
さ

ん
と
一
緒
に
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
う
ち

わ
を
作
り
ま
す
。

■
日
時

８
月
５
日
㈰
午
前
10
時
か
ら

正
午

■
定
員

20
名
様
（
小
学
２
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

■
料
金

３
０
０
円
（
材
料
費
）

■
持
ち
物

は
さ
み
、カ
ッ
タ
ー
、サ
イ
ン
ペ
ン

※
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

m
ail:info@

ningyoukan.net

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

高
橋
ま
ゆ
み
人
形
館

☎
67
０
１
３
９

富山の夏を熱く盛り上げる恒例の「よさこいとやま」や「越中お
わら踊り」のほか、ちびっ子に大人気の「まちなか戦国体験」や「は
たらくクルマ」など楽しいイベントが盛りだくさんです。
■日　　　時　８月４日㈯、５日㈰ 両日とも 9:00～21:00
■場　　　所　富山城址公園・城址大通りおよびその周辺
■問い合わせ　富山市観光協会　　☎076-439-0800または
              　　富山市観光政策課　☎076-443-2072

富山県 富山市

富山まつり

このコーナーでは、飯山市と観光交流都市協定を締結した都
市の観光情報をご紹介していきます。

観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報

重さ2トン、高さ12～15メートルの大奉燈を男衆100人が担
ぎ上げる勇壮な祭り。担ぎ上げる奉燈祭の中では能登地区最大
と言われている。夜には奉燈に灯りがともり幻想的な雰囲気が楽
しめる。
■日　　　時　8月4日㈯14:00～24:00
■場　　　所　堂前広場周辺（七尾市石崎町）
■問い合わせ　七尾市観光交流課　☎0767-53-8424

石川県 七尾市

石崎奉燈祭

ヒスイの原産地として有名な糸魚川。様々な石ころが見つかる海
岸では、ヒスイが見つかることも！そんな糸魚川でなければ体験
できない「ヒスイ探し体験プラン」をジオパーク観光ガイドの案
内で巡ります。
■運行期間　7月28日㈯～8月19日㈰の土・日・祝運行
■乗車料金　大人1,500円 小学生以下500円 ※施設入館料込み
■コース　  糸魚川駅アルプス口発13:40発～親不知記念広場
～親不知ピアパーク（ヒスイ探し）～フォッサマグナミュージア
ム（石の鑑定）～糸魚川駅日本海口　16:50着
■問い合わせ　　糸魚川バス 株式会社　☎025-552-0180

新潟県 糸魚川市
～ 夏 休 み 宿 題 応 援 特 別 企 画 ～

糸魚川定期観光バス
ひすい探索隊

第
43
回
飯
山
市
高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

　

高
齢
者
の
親
睦
と
健
康
維
持

の
た
め
、
毎
年
恒
例
の
高
齢
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
グ

ル
ー
プ
や
団
体
等
で
お
誘
い
あ
わ

せ
の
う
え
、
大
勢
の
皆
さ
ま
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時

９
月
６
日
㈭
午
前
８
時
45
分
か

ら
正
午
（
午
前
８
時
30
分
か
ら

受
付
）

■
場
所　
飯
山
市
民
体
育
館

■
対
象
者

市
内
に
居
住
す
る
60
歳
以
上
の
方

■
競
技
内
容

宝
釣
り
、
パ
ン
食
い
競
争
ほ
か

■
申
込
締
切　
８
月
27
日
㈪

■
参
加
費　
　

無
料

飯
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

☎
62
２
８
４
０

保
健
福
祉
課 

高
齢
者
介
護
保
険
係

☎
内
線
１
８
５

習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
指
導
員
資
格
は
、
日
本
赤
十

字
社
の
支
部
か
ら
赤
十
字
講
習

を
委
嘱
さ
れ
る
こ
と
で
、
講
習
の

運
営
と
指
導
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
赤
十
字
の
講
習
事
業
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら

れ
て
お
り
、
継
続
的
に
赤
十
字
の

活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時

　
講
習
説
明
会
及
び
事
前
研
修

会
は
、
10
月
6
日
㈯
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

講
習
会
は
、
11
月
21
日
㈬

か
ら
25
日
㈰
各
日
午
前
９
時

か
ら
午
後
5
時
ま
で

　

研
修
会
（
検
定
合
格
者
の

み
）
は
、
12
月
15
日
㈯
、
16
日

㈰
各
日
午
前
9
時
か
ら
午
後

5
時
ま
で

■
場
所

日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部

会
議
室

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

長
野
県
障
が
い
者
文
化
芸
術
祭

出
展
作
品
募
集

■
期
日　

9
月
15
日
㈯
か
ら
16
日
㈰

■
会
場

長
野
県
障
が
い
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
長
野
市
下
駒
沢
）

■
主
催 保

健
福
祉
課 
障
が
い
福
祉
係

☎
内
線
１
７
７

長
野
県
、
第
21
回
長
野
県
障

が
い
者
文
化
芸
術
祭
実
行
委

員
会

■
募
集
作
品

絵
画
、
手
工
芸
、
書
道
、
写
真
、

文
芸
（
短
歌・俳
句・自
由
詩
）、

川
柳

■
応
募
資
格

県
内
に
住
所
を
有
す
る
障
が
い

の
あ
る
方

■
申
込
締
切
日

8
月
3
日
㈮
（
文
芸
と
川
柳

は
8
月
31
日
㈮
）

※
募
集
要
項
や
出
展
申
込
書
等

は
保
健
福
祉
課
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

斑
尾
ジ
ャ
ズ
２
０
１
８

　

全
国
か
ら
30
以
上
の
バ
ン
ド
約

３
０
０
名
以
上
の
演
奏
家
が
野
外

ジ
ャ
ズ
の
聖
地
・
斑
尾
に
集
結
。

高
原
は
ジ
ャ
ズ
一
色
に
な
り
ま
す
。

入
場
料
は
無
料
で
す
。
伝
説
の
ス

テ
ー
ジ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
８
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
30
分

ま
で

■
場
所　

斑
尾
高
原
ス
キ
ー
場 

特
設
ス
テ
ー
ジ
〔
レ
ス
ト
ラ
ン
チ

ロ
ル
〕 ふ

る
さ
と
の
ジ
ャ
ズ
交
流
祭
実
行
委
員
会

☎
64
３
５
０
５
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